
レジリエンス研究教育推進コンソーシアム第 33 回幹事会議事次第 
 

1 日 時：令和 7 年 10 月 14 日（火）14時 00 分～15 時 00 分 
2 場 所：オンライン（Zoom） 
3 出席者：寶（会長）、甘利（副会長）、遠藤（副会長）、岡島、面 

陪席者：松本（防災科学技術研究所）、倉谷（〃）、石塚（〃）、小松原（セコム）、 
大貫（筑波大学）、増田（〃）、栗原（〃）、酒井（〃）、根本（〃） 
                                  （敬称略） 

4 議事 
Ⅰ. レジリエンス研究教育推進コンソーシアムに係る事案 
【審議事項】 

(1) 2025年度 R2EC単独開催シンポジウム〔12 月 1日開催〕について ······························· 資料 1 
(2) 2025年度 R2EC・巨大災害研究会合同シンポジウム〔3 月 3 日開催〕について ············ 資料 2  
(3) 共催行事について（関東学院大学 人間共生学部 10 周年記念シンポジウム） ·············· 資料 3 
(4) コンソーシアム会員制度の見直しについて ······································································ 資料 4 
(5) その他 
 コンソーシアム入会検討機関について 

 
【報告事項】 

(1) JARI 職員向けコンソーシアム・学位プログラム説明会開催報告 ···································· 資料 5 
(2) その他 

 
Ⅱ. 筑波大学リスク・レジリエンス工学学位プログラムに係る事案 
【審議事項】 

(1) 協働大学院教員候補者の推薦について ·············································································· 資料 6 
(2) その他 

 
【報告事項】 

(1) 参画機関インターンシップ参加報告 ·················································································· 資料 7 
(2) 令和 7 年度実施入試（8月期）の結果について 
(3) その他 

 
 
（配付資料） 
資料 1 2025 年度 R2ECシンポジウムポスター（案） ·································································· p.3 
資料 2 2025 年度 R2EC・巨大災害研究会合同シンポジウム企画（案） ······································ p.4 
資料 3 関東学院大学 人間共生学部 10 周年記念シンポジウムポスター ······································ p.6 
資料 4 コンソーシアム会員制度の見直しについて ········································································ p.7 
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資料 5 JARI 職員向けコンソーシアム・学位プログラム説明会開催報告 ···································· p.16 
資料 6 協働大学院教員候補者の推薦について ············································································· p.18 
資料 7 参画機関インターンシップ参加報告 ················································································· p.21 
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2025 年 10 月 14 日 

2025 年度 R2EC・巨大災害研究会合同シンポジウム企画（案） 

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム
1. 開催概要
タイトル： 「安全・安心をもたらす防災 DX」（仮）
開催日時：2026 年 3 月 3 日（火）13:30～16:50
開催場所：ビジョンセンター東京虎ノ門 5 階会議室／オンライン

2. 開催目的
近年、地震・豪雨・台風などの自然災害が頻発し、それらへの迅速かつ的確な対応が社会の喫緊の課題

となっている。「安全・安心をもたらす防災 DX」シンポジウムは、災害大国・日本における防災・減災の
新たな展開を探ることを目的として開催されるものである。本シンポジウムでは、デジタルトランスフォ
ーメーション（DX）の力を防災分野に取り込み、予測精度の向上、情報共有の高度化、現場対応の迅速
化といった革新的な手法を通じて、安全・安心な社会の実現に寄与する道を探る。併せて、防災 DX にお
ける科学技術の果たす役割や、地域住民との協働、行政・産業界との連携など、総合的な視点から議論を
深める。科学技術の振興は、単なる研究開発にとどまらず、社会実装と実効性の確保を通じて国民生活の
安全・安心に直結するものであり、本シンポジウムはその推進力となることを意図している。防災 DX を
通じた未来志向のまちづくりに向けて、多様な知見の交流と新たな連携の創出を目指す。 

3. プログラム
開会挨拶（13:30～13:35）
   寶 馨 氏：レジリエンス研究教育推進コンソーシアム 会長／防災科学技術研究所 理事長 

【第 1 部 ： 講演（13:35～14:55）】 
13:35-14:15 基調講演「防災力を最大化するデジタル技術の社会実装を目指して」（仮） 
 臼田 裕一郎 氏：防災科学技術研究所 総合防災情報センター長／AI 防災協議会 理事長 
14:15-14:35 話題提供 1「LINE を活用した災害に負けない持続可能な社会の実現」（仮） 

  安田 健志 氏：LINE ヤフー株式会社 災害支援推進部 部長 
14:35-14:55 話題提供 2「AI を用いた現場指揮支援システム」（仮） 

山田 晃久 氏：株式会社モリタホールディングス モリタ ATI センター E ラボ長 

【第 2 部 ： パネルディスカッション（15:15～16:40）】 
テーマ「安全・安心をもたらす防災 DX」

登壇者：第 1 部講演者
井ノ口 宗成 氏  立命館大学 政策科学部 教授 

モデレーター：岡島 敬一 氏 筑波大学 システム情報工学研究群長

総括・閉会挨拶 （16:40～16:50） 
木村 玲欧 氏：巨大災害研究会 会長／兵庫県立大学 環境人間学部 教授 

※本シンポジウムは、セコム科学技術振興財団「令和 7年度 学術集会および科学技術振興事業助成」の
支援を受けて開催する予定です。
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コンソーシアムの会員制度の見直しについて

筑波大学岡島 

背景・主旨 
現在、コンソーシアムの会員制度として自治体や大学、また任意団体等が想定されていな

い。これら機関との連携を進めるにあたり、会員制度の見直しを検討したい。 

・現行のコンソーシアム会員種別
正会員：コンソーシアム規約第３条に掲げる事業を行う研究機関等
準会員：コンソーシアム規約第３条に掲げる事業の一部を行う研究機関等

なお、準会員はこれまでおらず、位置づけも不明瞭のため併せて見直しを検討したい。 

改定案（概要） 
 「特別会員」の創設
特別会員：コンソーシアム規約第３条に掲げる事業の一部を行う、筑波大学以外の大学、 

行政機関、及び会長が本コンソーシアム事業に特別に寄与すると認めた団体等 
 「準会員」の廃止

規約改定案 
別紙参照 

（参考：想定される機関） 
・関西国際大学
・岩手県立大学防災復興支援センター
・レジリエントライフプロジェクト（RLP）
など

以上 
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レジリエンス研究教育推進コンソーシアム規約

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム総会

平成２９年１２月２６日制定 
平成３０年 ７月１９日改正 
令和 ２年１０月１６日改正 
令和 ３年 ６月 ８日改正 
令和 ４年 ３月 ７日改正 
令和 ７年 ３月 ６日改正 
令和 年 月 日改正 

第１章 総則 

 （名称） 
第１条 本コンソーシアムの名称は、レジリエンス研究教育推進コンソーシアム（以下「コンソーシ 

アム」という。）と称し、英語名を Resilience Research and Education Promotion Consortium
（「R2EC」と略す。）とする。 

 （目的） 
第２条 このコンソーシアムは、大学、研究機関、産業及び行政の連携・交流の促進を図るとともに、 

研究教育とその実用化を支援し、筑波大学とつくば市及び近郊地区の研究機関、企業等の連携によ 
り筑波大学に開設する協働大学院方式のリスク・レジリエンス工学学位プログラムを企画運営し、 
リスク・レジリエンス分野における日本ひいては世界の知と研究教育の核となる活動を支援するこ

とを目的とする。

（事業） 
第３条 コンソーシアムは、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

（１）総会を開催し、リスク・レジリエンスに係る活動の連絡調整を行う。

（２）筑波大学に開設する協働大学院方式による学位プログラムへの参画団体、担当教員及び企画

に関し調整を行う。

（３）セミナー、講演会、研究会等を実施する。

（４）コンソーシアムに関わる国内外の関連機関等との連携を推進し、必要に応じてシンポジウム

等を開催又は共催する。

（５）その他前条の目的を達成するための事業を適宜実施する。

第２章 会員 

 （会員） 
第４条 コンソーシアムは、第２条の目的及び前条の事業を行うことに賛同する大学、研究機関、企

業、団体、行政機関等（以下「研究機関等」という。）をもって構成し、会員の種別は、次のとおり

とする。 
（１）正会員 前条の事業を行う研究機関等、及び筑波大学 
（２）特別準会員 前条の事業の一部を行う、筑波大学以外の大学、行政機関、及び会長が本コン

ソーシアム事業に特別に寄与すると認めた団体研究機関等

また、正会員・特別準会員（以下、「会員」という。）を別表により明記するものとする。
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 （入会・退会手続き） 
第５条 入会を希望する研究機関等は、次の入会申込書をコンソーシアム会長あてに提出するものと

する。 
（１）正会員 レジリエンス研究教育推進コンソーシアム正会員入会申込書（別紙様式１）

（２）特別準会員 レジリエンス研究教育推進コンソーシアム特別準会員入会申込書（別紙様式２）

なお、退会の際は、別紙様式３により、会長あてに申し出るものとする。 

 （除名） 
第６条 会員が次のいずれかに該当するに至ったときは、除名することができる。 

（１）本規約又は関連する定めに反したとき。

（２）本コンソーシアムの名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をする等、会員としてふさわしく

ない行為をしたと認められるとき。

（３）その他、除名すべき正当な事由が認められるとき。

２ 前項の規定により、会員を除名しようとするときは、当該会員に予め通知するとともに、弁明の

機会を与えなければならない。 

第３章 役員 

 （役員） 
第７条 コンソーシアムに次の役員を置く。 

（１）会長

（２）副会長 ２名

２ 会長は、正会員の中から互選により選出する。 
３ 副会長は、正会員の中から互選により選出する。 
４ 会長に事故があるときは、副会長のいずれかがその職務を代行する。 
５ 役員の任期は、原則２年とし、再任は妨げない。 
６ 会長が任期中に欠けた場合、新たに選出された会長の任期は、新たに開始するものとする。これ

に伴い、副会長の任期も新たに開始するものとする。 
７ 副会長が任期中に欠けた場合、新たに選出された副会長の任期は、前任者の残任期間とする。 

第４章 組織 

 （総会） 
第８条 コンソーシアムの最高機関として、総会を置く。 
２ 総会は、会長がこれを招集する。 
３ 会長は、総会の議長となる。 
４ 総会は、次の委員で構成する。 

（１）正会員の代表者

（２）その他、会長が指名する者

５ 総会は、次の事項を審議し、決定する。 
（１）規約の改廃

（２）会長及び副会長の選任

（３）会員の入会又は退会、除名に関すること。

（４）第３条に規定する事業の調整及び運営に関すること。

（５）その他、コンソーシアムの運営に関し必要なこと。

６ 前項に掲げる事項の審議については、第９条に規定する運営委員会に付託することができるもの

とする。 
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 （運営委員会） 
第９条 第８条第６項の規定に基づき、総会の下に運営委員会を置く。 
２ 運営委員会は、会長がこれを招集する。 
３ 会長は、運営委員会の議長となる。 
４ 運営委員会は、次の委員で構成する。 

（１）正会員の代表者

（２）その他、会長が指名する者

５ 運営委員会は、第８条第６項の規定に基づき、総会の付託を受けて、第８条第５項に掲げる事項

について審議を行う。 
６ 前項に掲げる事項の第８条第５項（３）の特別準会員に関すること、（４）及び（５）に係る審議

については、第１０条に規定する幹事会に付託することができるものとする。 

 （幹事会） 
第１０条 第９条第６項の規定に基づき、運営委員会の下に幹事会を置く。 
２ 幹事会は、会長がこれを招集する。 
３ 会長は、幹事会の議長となる。 
４ 幹事会は、次の委員で構成する。 

（１）会長

（２）副会長 ２名

（３）正会員の中から互選により選出する委員 若干名

（４）リスク・レジリエンス工学学位プログラムリーダー

（５）その他、会長が指名する者 若干名

５ 幹事会は、第９条第６項の規定に基づき、運営委員会の付託を受けて、第８条第５項（３）の特

別準会員に関すること、（４）及び（５）に掲げる事項について審議を行う。 

 （代理出席） 
第１１条 第８条第４項に定める総会の構成員、第９条第４項に定める運営委員会の構成員及び第１

０条第４項に定める幹事会の構成員は、それぞれの規定にかかわらず、やむを得ない事由により総

会、運営委員会又は幹事会に出席できない場合には、代理人を出席させることができる。 
２ 前項の規定により、代理人が総会、運営委員会又は幹事会に出席する場合は、代理人の行為を総

会、運営委員会又は幹事会の構成員の行為とみなす。 

 （議決） 
第１２条 総会、運営委員会及び幹事会は、過半数の構成員が出席しなければ議事を開き、議決する

ことができない。 
２ 総会、運営委員会及び幹事会の議事は、出席した構成員の過半数をもって決し、可否同数のとき

は、議長の決するところによる。 

 （委員以外の出席） 
第１３条 総会、運営委員会及び幹事会は、必要と認めるときは、委員以外の者の出席を求め、説明

又は意見を聴くことができる。 

（リスク・レジリエンス工学学位プログラムへの関与）

第１４条 コンソーシアムは、筑波大学に開設する、協働大学院方式によるリスク・レジリエンス工

学学位プログラムの運営母体となる。 
２ リスク・レジリエンス工学学位プログラムへの関与は、筑波大学が定める規則等に基づき行う。 

（事務） 
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第１５条 コンソーシアムに関する事務を処理するため、事務局を置く。 
２ 事務局は、筑波大学の関連部署の協力を得るものとする。 

 第５章 雑則 

（報酬） 
第１６条 会長、副会長、幹事及びその他コンソーシアムの運営管理に関与する者は、無給とする。 

（解散） 
第１７条 コンソーシアムの解散は、総会において出席者の過半数の同意をもって決するものとする。 

（その他） 
第１８条 本規約に定めるものの他、コンソーシアムの管理運営等に関し必要な事項は、別に定める。 

附 則 
この規約は、平成２９年１２月２６日から施行する。 

附 則 
この規約は、平成３０年７月１９日から施行する。 

附 則 
この規約は、令和２年１０月１６日から施行する。 

附 則 
この規約は、令和３年６月８日から施行し、同年４月１日から適用する。 

附 則 
この規約は、令和４年３月７日から施行し、令和３年１０月１３日から適用する。 

附 則 
この規約は、令和７年３月６日から施行する。 

附 則 
この規約は、令和 年 月 日から施行する。 
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別表（第４条関係） 
○ 正会員

区 分 機 関 等 名 称 

企業 

エヌ・エフ・ラボラトリーズ株式会社

セコム株式会社

東急総合研究所株式会社

東急プロパティマネジメント株式会社

東京海上日動火災保険株式会社

日本電気株式会社

モリタホールディングス株式会社

NTT 宇宙環境エネルギー研究所 

団体 

一般財団法人 DRI ジャパン 

研究機関 

一般財団法人 電力中央研究所 
一般財団法人 日本自動車研究所 
国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 電子航法研究所 
国立研究開発法人 産業技術総合研究所 
国立研究開発法人 防災科学技術研究所 
独立行政法人 労働者健康安全機構 労働安全衛生総合研究所 
福島国際研究教育機構 
National Science and Technology Center for Disaster Reduction 

行政機関 

大学 
国立大学法人 筑波大学 

○ 特別準会員

区 分 機 関 等 名 称 

大学等 

行政機関 

団体等 
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別紙様式１（第５条関係） 

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム

正 会 員 入 会 申 込 書 

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム会長 殿

当機関は、レジリエンス研究教育推進コンソーシアムの設置目的及び実施する事業

に賛同しますので、入会を申し込みます。 

令和 年 月 日 

所在地 

機関名 

代表者（自署又は公印） 
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別紙様式２（第５条関係） 

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム

特 別準 会 員 入 会 申 込 書

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム会長 殿

当機関は、レジリエンス研究教育推進コンソーシアムの設置目的及び実施する事業

に賛同しますので、入会を申し込みます。 

令和 年 月 日 

所在地 

機関名 

役職 

氏名（自署） 
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別紙様式３（第５条関係） 

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム

退 会 届 

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム会長 殿

当機関は、令和  年  月 日をもって、下記の理由により貴コンソーシアム

を退会いたしたく、お届けいたします。 

理由： 

令和 年 月 日 

所在地 

機関名 

役職 

氏名（自署） 
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JARI 職員向けコンソーシアム・学位プログラム説明会開催報告 

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム事務局

2025 年 8 月 29 日、コンソーシアム参画機関である日本自動車研究所（JARI）にて、職員向けの「筑
波大学大学院リスク・レジリエンス工学学位プログラム説明会」が開催されました。 

本説明会は、JARI 職員が、コンソーシアムが企画・運営する 「協働大学院方式」による学位プログラム
について理解を深め、将来的な学位取得（社会人博士）を選択肢の一つとして検討いただくことを目的に
企画されたものです。 

当日は、大学側によるコンソーシアム・プログラム紹介に加え、実際に本プログラムで学位を取得した
JARI 職員や、教員としてプログラムに関わる JARI 職員による話題提供が行われ、多様な視点から経験や
知見が共有されました。 

オンライン参加を含め、多くの職員の皆様にご参加いただき、コンソーシアムの枠組みを活用した両機
関のさらなる連携に向けた貴重な機会となりました。 

■開会のご挨拶：JARI 鎌田 実 所長（オンライン）
はじめに、鎌田所長よりご挨拶をいただきました。 
JARI と筑波大学、コンソーシアムの一層の連携に向けた期待

の言葉が述べられました。 

■コンソーシアム・学位プログラムの紹介：
筑波大学 岡島 敬一 氏（システム情報工学研究群長, 前学位プログラムリーダー）

続いて、岡島教授より、コンソーシアム及びコンソーシアムが企画・運営す
る 「協働大学院方式」によるリスク・レジリエンス工学学位プログラムの概要
紹介がありました。 

一定の研究業績を持つ社会人が 1 年で学位取得することができる「博士後
期課程 早期修了プログラム」の制度についても説明があり、参加者は熱心に
耳を傾けていました。 

質疑応答では、入試や学生の就職等について質問が及び、JARI 世話人であ
る伊藤誠教授（筑波大学システム情報系）も参加して意見交換が行われました。 
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■修了者の声：JARI 國富 将平 氏（安全研究部）
続いて、伊藤誠教授の指導のもと、1 年間の早期修了プログラムにより 2023

年度に博士号を取得した國富氏より、本学位プログラムを選んだ理由や学位取得
までのプロセスについて自身の経験をお話いただきました。在学中に特に刺激
を受けた授業として、「学位プログラム演習」内での模擬の学会発表が挙げられ
たほか、仕事 ・プライベートとの両立のコツなど、社会人ドクターならではの経
験・知見を提供いただきました。 

■教員の立場から見た学位プログラム：
JARI 安部 原也 氏（自動走行研究部，筑波大学 教授（協働大学院））
JARI 北島 創 氏（自動走行研究部，筑波大学 准教授（協働大学院））

続いて、協働大学院教員として学位プログラムに携わる安部教授および北島准教授より、活動内容の紹
介がありました。講義、研究指導、学位論文審査などを通じて、次世代を担う人材の育成に直接関わる中
で、自身の視野を広げる機会にもなっているとのコメントがありました。 

■閉会のご挨拶：JARI 一色 良太 専務理事
最後に、一色専務理事より、本日の説明会を振り返っての総括コメントをいた

だきました。学位取得や協働大学院教員としての関わりを含め、今後コンソーシ
アムの枠組みを活用し、JARI と筑波大学との連携がさらに深まることへの展望
が語られ、本会は盛況のうちに締めくくられました。 
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令和 7 年 10 月 日 

国立大学法人筑波大学 システム情報系 
系 長    鈴 木  健 嗣  殿 

レジリエンス研究教育推進コンソーシアム
会 長        寶   馨

協働大学院教員候補者の推薦について（案） 

令和 8年 4 月 1 日付けの協働大学院教員候補者を下記のとおり推薦します。 

記 

所属・役職： 一般財団法人電力中央研究所 社会経済研究所 主任研究員 
氏 名： 稗貫 峻一 

以 上 
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H O M E > E X P E RT S > S h u n i c h i  H i e n u k i

2025.07.11

稗貫 峻一
Shunichi Hienuki

社会経済研究所
主任研究員
研究分野：Life Cycle Assessment (LCA)、Input-Output Analysis (IOA)、エネルギー技術評
価、社会総合リスクアセスメント、受容性分析、環境・安全性評価

学職歴

2015年9月 横浜国立大学大学院 環境情報学府 環境イノベーションマネジ
メント専攻 博士課程後期修了

2015年10月－
2021年3月

横浜国立大学 先端科学高等研究院 (リスク共生社会創造セン
ター) 産学官連携研究員、特任教員 (助教) など

2018年4月－2021
年3月

電力中央研究所 社会経済研究所 協力研究員

2021年4月－2023
年3月

横浜国立大学 先端科学高等研究院 (リスク共生社会創造セン
ター) IAS客員准教授

2021年4月－現在 電力中央研究所 社会経済研究所 主任研究員
2023年4月－現在 横浜国立大学 総合学術高等研究院 (リスク共生社会創造セン

ター) IMS客員准教授
2023年4月－現在 長崎大学 大学院総合生産科学研究科 (環境科学系) 非常勤講師
2024年4月－現在 武蔵野大学 工学部 サスティビリティ学科 非常勤講師
2024年5月－現在 立命館大学 総合科学技術研究機構 客員研究員

外部委員（現在） ・IEA Technology Collaboration Programme Safety and
RCS of Large Scale Hydrogen Energy Applications (Task

2025/10/10 10:39 EXPERTS | 電力中央研究所 社会経済研究所

https://www.denken.or.jp/jp/serc/experts/profile/36 1/319
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【Research Map】 https://researchmap.jp/hienuki

43), Expert
・一般社団法人産業環境管理協会 産業技術総合研究所インベ
ントリデータベースIDEA専門委員会 委員
・一般財団法人 日本LCA学会 年会実行委員会 委員
・一般財団法人 日本エネルギー学会 学融合分科会 幹事

学位

博士(環境学)

所属学会

日本LCA学会　日本エネルギー学会　日本エネルギー資源学会　日本リスク研究学会　
NPOリスク共生社会推進センター

受賞/表彰

【受賞歴】
・平成23年度 エネルギー学会奨励賞
・第7回 日本LCA学会研究発表会 優秀口頭発表賞
・第8回 日本LCA学会研究発表会 優秀ポスター発表賞
・The 11th International Conference on EcoBalance, The Bronze Poster Award
・平成30年度 日本エネルギー学会論文賞
・リバネス研究費環境革命賞
・日本LCA学会 奨励賞

その他

アクセスマップ 利用規約 Corporate site
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参画機関インターンシップ参加報告①

日程 機関名 実習テーマ 参加者

R7.7.22-8.22
(実習日数15日間) 日本自動車研究所

ドライビングシミュレータ実験の結果分析、最
新研究に関する文献調査、および自身の研究内
容発表と施設見学

M1・1名

（参加後のコメント）
⽇本⾃動⾞研究所での1 ヶ⽉間のインターンシップは、⾃動⾞業界の最前線技術に触れる
貴重な経験となりました。特に印象的だったのは、ドライビングシミュレータ実験での視線
⾏動分析作業です。25 名分のデータを分析し、年齢や情報提⽰位置による違いを明確化で
きたことで、実験研究の⼿法を実践的に学べました。また、Waymo の40 ページに及ぶ英
語論⽂の調査では、アフォーダンス理論を交通分野に応⽤した先端研究に触れ、⾃動運転技
術の理論的基盤を深く理解できました。レベル3⾃動運転⾞の試乗やAD/ADAS HilSの⾒
学を通じて、MATLAB/Simulinkによる制御モデル開発の実⽤性も実感しました。産学官連
携による中⽴的な研究機関の役割と、モデルベースシミュレーションの重要性を学び、今後
の研究活動に活かしていきたいと思います。
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参画機関インターンシップ参加報告②

日程 機関名 実習テーマ 参加者
R7.8.18-29
(実習日数10日間) 電子航法研究所 航空機無線信号のデータ分析 M1・1名

（参加後のコメント）
このたび、電子航法研究所のインターンシップに参加し、とても良い経験になりました。
先生から与えられた課題に一人で取り組むことで、自分で考えて問題を解決する力の大切さを
感じました。
実際の仕事の方法や手順を学びながら、学校で学んだ知識を使うこともでき、とても勉強にな
りました。
また、社員の方からアドバイスをもらい、自分の考え方の良い点や直すべき点にも気づくこと
ができました。
今回の経験を大学での勉強や将来の仕事に生かし、さらに成長していきたいと思います。最後
に、このような機会をくださった電子航法研究所の皆様に感謝いたします。
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